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昭
和
初
年
頃
か
ら
、
当
時
の
泊
町
長
や
学
務
委
員
ら
が

玄
ぷJ
教
育
の
振
興
を
目
ざ
し
て
、
郡
又
は
県
立
の
高
等
女

学
校
の
設
立
に
奔
走
し
だ
ガ
、
昭
和
十
五
年
に
至
っ
て
よ

う
や
く
町
立
の
実
利
史
学
校
の
創
立
を
見
る
に
至
つ
定
。

こ
れ
ガ
泊
高
等
学
校
の
前
身
で
あ
る
。

昭
和
十
八
年
に
県
条
例
改
正
に
よ
り
、
泊
町
立
高
等
女

当
段
と
な
っ
だ
。

昭
和
二
十
三
年
、
新
学
制
の
施
行
に
よ
り
県
立
泊
高
等

壁
設
が
設
立
さ
れ
、
同
校
の
生
徒
や
近
郷
の
旧
中
学
生
は

高
等
学
枝
併
設
中
学
に
転
入
し
、
初
代
校
長
に
は
、
徳
田

車
部
美
氏
ガ
就
任
し
だ
。

当
時
凶
適
当
な
続
告
が
な
い
疋
め
、
鉄
筋
三
階
建
の
泊

小
学
般
の
枝
害
の

一
部
を
使
用
し
て
発
足
し
疋
。

こ
の
年

の
九
月
に
、
高
校
統
合
整
理
の
際
、
定
時
制
高
授
と
な
り

一
間
は
庇
校
ま
で
う
わ
さ
さ
れ
る
に
至
つ
だ
定
め
、
当
時

の
小
学
般
の
枝
訟
を
無
償
提
供
を
条
件
と
し
て
存
続
ガ
認

め
ら
れ
、
翌
年
四
月
丙
び
全
日
制
高
校
と
な
フ
疋。

昭
和
二
十
五
年
に
家
劇
科
ガ
設
置
さ
れ、

一二
十
四
年
C

は
尚
支
料
が
設
白
々
C

れ
芝
（
そ
の
問
、
家
庭
科
は
家
政
料

と
改
柿
〉
h

昭
和
四
十
一
年
に
は
、
商
業
料
の
新
桜
告
が
完
成
し
だ

が
、
そ
の
後
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
問
題
な
ど
と
関
連
し
て
新
政

需
の
。
建
議
が
者
え
ら
れ
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
四
十
四
年
に

道
下
地
内
に
新
グ
ラ
ウ
ン
ド
ガ
完
成
、
続
い
て
四
十
七
年

に
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
隣
接
し
て
、
新
体
青
舘
ガ
建
設
さ

れ
と。こ
れ
に
山
引
き
続
い
て
、
昭
和
四
十
九
年
か
ら
新
絞
舎
の

襲
ば
工
予
ガ
新
体
脅
館
に
伺
随
し
て
進
め
ら
れ
、

遂
に
昨

保
体
四
月
、
北
戸
ル
ブ
ス
連
院
を
前
面
に
、
学
金
口
に
ふ
さ
わ

し
い
威
容
を
備
え
疋
新
一
校
舎
ガ
完
成
し
疋
。

在
学
生
徒
の
大
部
分
は
へ
魚
津
以
東
で
、
そ
の
約
単
数

は
泊
、
小
川
中
出
現
者
で
占
め
て
い
る
。

本
絞
の
フ
ラ
フ
活
動
は
、
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ガ
伝
統
と

歴
史
を
諮
り
、
ぎ
疋
女
子
山
岳
フ
ラ
フ
は
、
全
国
大
会
に

金
メ
ダ
ル
の
栄
を
獲
得
し
、
近
年
、
美
術
ク
一
フ
ブ
の
県
展

大
賞
、
そ
の
他
多
く
の
賞
を
得
る
な
ど
輝
か
し
い
記
録
を

残
し
て
い
る
。

新
枝
金
口
の
完
成
と
共
に
、
旧
新
川
地
区
唯

一
の
商
業
科

を
育
す
る
特
色
に
さ
ら
に
重
き
を
加
え
、
生
徒
の
気
風
も

堂
島
と
共
に
新
し
い
変
ぼ
う
ガ
期
待
さ
れ
る
。

本
桜
出
身
者
に
は
、
既
に
芸
能
界
、
実
業
界
、

震
子
界
怠
ど
に
活
躍
す
る
者
ガ
多
い
。

教
育
界
、

(1) 
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本
町
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総
人
日
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出
山
県
八
h
体
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刈
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比
一
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千
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入
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郎
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村
）
幻

whmω
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万
干
防
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と
な
っ
て
い
志
す
、

山
口
川
山
県
人

nに
市
め
る
本
町
人
刊
の
比

j
i

i
：

ー

ネ
は
M
r
で
前
州
の

Mvhψ
針
。
ぶ
イ
・J
ト

ド
M

引
っ
て
い
ま
す
の

定
た
、
新
川
仏
以
聞
に
お
付
ふ
比
不
明J

に
つ
い
て
は
別
反
の
と
お
り
吃
す
。
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ζ
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が

M
ポ
イ
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。
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別
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、
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。
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日 4土バレーポール
唱す大 会招守オリンピック 日本リーグ¥T vs 」ι代 表 優勝チーム

i完成 間 近
3月27日町民総合体育館・入喝11時30分

入場挫朋券は開校行問で

町
一一以
総
介
一体
育
館
一定
斗

下
出
情
一民
放
セ
シ
ダ
一一
一一
十

スポーツの殿堂 jlllf民総合体育館」の完成

を記念して、女子／〈νーボール「目見チー－＇・

を招待し、模範試合が行われます。

目立チームは、毛ントリオールオリンピ ，

クで優勝した主プJメンノ〈ーであり、また、 ~lJ
{J＿日本バレーポーノレリーグで優勝したチーJ、

でもあります。

i試合は、 I,t リ ン t~＇ァクユ：JJ-J- - J、1x.t, ・ r1 
本リーグ縦勝チーJ・Jの11¥Jで行われますので
多数のど観覧をお待ちしています。

なお、 ζの総合体育館は、昨年完成した附

陵する総合グラウンドとともに同民年金逝J正

融資を受けて悠s役したものです。

完成記念

一
ら
館
一

一仇
M

－

一

月

一

一
4
開
一

八
二

附

人

体

内

引
い

.. I卜.II’IIか心ぴ｝全日、

どム：... ~、
〆当日の日程 、
( ）バレーボール教室

'1"1ili 911!130分かド，＇111i1llll.'iJ:・・
ti I’γ－’I : • I~ . :i絞’｜ ・ 荷主＇＇－・ f
O模ftl式合
1，－後 1川から’li受311!j・まI・ご
オリ シ ビッ ヤ.± JJナ一人~－t ト｜小；

ザ ーグ似＇~1 ・1・ － J、

雪氷

l出~，.. ；総特 にンで
〈ぷ tll:~ 1'tこ立をタ挫 ll'r
ワ と の発にの工 l設 i.f:
~· ！：し l•'•J U{ J.じ．七し t・さ七
はて J：をじンまはれ月
以設な illたタす、てか
a；作世ど！.~ l ~L 1 °いい ら
wさをに日は よ主主 l判
彬れめ illifl;l 、 いし ｛以
ヒた ：プダ｝境 111 J：た地
ンむし 、な 付 ~ I 11~ 
タのた地ど l也 J I 1ん（
l で ijI域 の域 ・1吟他
V寸心住 地 {I: 1 ・集作

’ ff~ i己城 i込 山 lf<;lllj 
なののの i司セ）

0 0 准
た農 O雇 料今 没、
り＊ ー 用金年 A -:1 
銀彼 女明日 労 がの 標標年
準械 当働 次長 ． 
料の 三 回た 貨の作 準準 の
金＋ 、、り 金 と楽 曲L
ア二宍 の お賃料賃界
l只只農 り金 金金f乍
0 0作決と iふ
（内内業 定農 ＼／ 茅2

i Z主義 決の
歩 し械 ま

ー 弓謀 る

人
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

v

9.500ドj

4 .5001 'J Mli肋は冷まず

'!l5 

7.000l'J 

12. OOOl1J1 

350円；J：ース1Y<<1i

J術

い’

q
i
ul

n
H
v
n
H
u
n
H
v
 

n
H
v
n
H
v
n
H
V
 

金

0
5
5

ハM
U
A叫
J
v
n
H
H
Vき

e小
A

H

ド、

ゆ

き

り

一

A
M
ノ
＼

一

み
代
荒

一

似

の

、

一

U
也
越
起

一

緋

初

級

一

晴

嵐

寅

二

機

一

、J

業

1

1

一
タ

タ

イ

ド

ぶ

一
ク

憾

ン

バ

汁

豊

作

一
ラ

イ

ン

M

M

官

事

一
ト

凹

－パ

コ

防

〈〉
附
い
は
で
き
る
だ
け
簡
素
に
し
て
、

各
作
業
と
も
男
女
夫

δ
円
程
度
と

す
る
。

〈V
幾
業
機
械
の
標
準
料
金
に
つ
い
て
は

耕
地
の
条
件
な
ど
に
よ
り
本
協
定
額

よ
り
二
割
以
内
の
刷
減
が
で
き
る
も

の
と
す
る
。

。
作
業
時
間

午
前
七
時一
二
十
分
か
ら
ケ
後
五
附
三

十
分
ま
で
、
い
川
食
時
聞
は

一
時
間
、
休

阻
時
聞
は
午
前
、
午
後
と
も
そ
れ
ぞ
れ

六
十
分
と
す
る
。
〈
朝
日
町
農
業
者
員
会
）

(3) 
3 
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カ＝しこい

消費者

：す特 ；
；る殊 ：
；定販：
；め売 ；
；のを j
j法規：
；律制 ；

物

玄
関
先
な
ど
で
無
理
や
り
商
品
を
売
り
つ
け
た
り
、
注
文
し
な
い
の
に
ほ
し
W

仰
〈
も
な
い
商
品
が
届
い
た
り
な
ど
し
て
、
主
婦
に
と
っ
て
は
悩
み
の
種
の
訪
問

仰

仰
販
売
、
通
信
販
売
、
さ
ら
に
は
マ
ル
チ
商
法
な
ど
と
い
っ
た
販
売
方
法
が
岨
唱
え

仰

似
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
通
常
の
店
舗
販
売
と
異
な
る
た
め
種
々
の
ト
ラ
ブ
ル
や

仰

仰
苦
情
が
問
題
と
な
り
、
こ
れ
ら
を
規
制
す
る
「
紡
問
販
売
世
帯
に
関
す
る
法
律
」
が

m

m

昨
年
＋
一
一
月
＝
百
か
ら
纏
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

m

八
訪
問
販
売
V

①① 
と花販
貿らE
契業
約者
時 ?'i
にを
は明
戸？力、
副す
をる
交と
付と
す
る
こ

①
四
日
間
の
ク
l
リ
ン
グ
オ
フ
（
購
入
将

が
無
条
件
で
契
約
を
解
除
で
き
る
）
期

聞
を
設
け
た
（
現
金
販
売
や
指
定
商
品

以
外
の
も
の
は
適
用
さ
れ
な
い
〉

④
阿
日
を
過
ぎ
て
契
約
を
解
除
し
た
場
合

で
も
射
得
賠
償
は

一
定
額
以
下
に
制
限

さ
れ
た

さ報……・ あ

〈
通
信
販
売
V

町絢~· 8月8自 附…－’g 3 ..便物毘可一 IA 

①
販
売
業
活
は
広
告
を
す
る
時
、

．版
必
州

絡
、
代
金
の
支
払
い
時
期
を
明
示
す
る

①
前
払
い
式
の
版
必
を
す
る
場
合
、
政
必

業
者
は
代
金
を
支
払
っ
た
申
し
込
み
者

に
対
し
受
領
金
制
、
商
品
の
引
き
液
し

時
期
等
を
明
ぶ
し
た
も
の
を
通
知
す
る

八
連
鎖
販
売
首
相
引

（
マ
ル
チ
商
法
）
V

①
不
判
な
削
減
等
が
あ
っ
た
場
合
は
取
引

H
u
h叫
U

①
広
告
に
は
蘭
川
の
額
類
、
特
定
負
州
市
ゲ

の
適
正
な
荻
ぶ
を
す
る
ζ

と

①
契
約
内
谷
に
つ
い
て
記
載
し
た
港
町
を

交
付
ザ
る
こ
と

①
十
四
日
聞
の
ク
l
リ
ン
グ
オ
フ
則
閣
を

ぷ
け
た
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
対
す
る

心
が
ま
え

乙
の
法
律
は
、
的
費
有
の
利
談
が
泌
切

に
確
保
さ
れ
つ
つ
こ
れ
ら
の
販
必
万
法
が

健
全
に
発
出
世
す
る
こ
と
を
何
的
に
制
定
さ

れ
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
い
く
ら
法
規

制
が
な
さ
れ
て
も

寸消
費
者
自
身
の
什
党

あ
る
行
動
」
が
肢
も
大
切
で
す
の

①
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
身
分
証
明
道
等
の
提

ぷ
を
求
め
る

①
．
肱
売
業
者
の
会
社
名
、
山
也
話
帯
附
号
等
を

川
同
き
、
不
審
に
思
っ
た
場
合
は
そ
の
均

で
屯
却
し
て
み
る

①
迷
っ
た
時
は
後
で
阿
符
す
る

＠
契
約
書
は
よ
く
必
み
、
印
か
ん
は
’
川
分

で
押
す

①
公
的
後
関
の
臓
八
闘
の
よ
う
な
版
川
氏
、
；い

動
に
惑
わ
さ
れ
な
い

な
ど
と
い
っ
た
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
総
務
諌
（
宮

一一一ー
二

O
O内
縦
一

一一…）
へ
と
連
総
く

だ
さ
い
。

老後の安定に段業者年金

加入資格のある方は
早＜手続きを

イくわしく は農業委員会へ＼

農
業
者
年
金
は
、

昨
年
か
ら
加
入
者
の

な
か
で
年
金
の
給
付
を
受
け
る
万
が
出
て

き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
今
年
の

一
月
か
ら

年
金
額
の
引
き
上
げ
、
経
営
移
譲
要
件
の

改
善
、
農
業
後
継
者
の
保
険
料
の
割
引
等

.象者年金に加入できる期限

O当然加入資絡者

年 月 日 i大正8年以附生れ！｜｜大正昭9年和～10年生業れ
1 月2日～4月！日目れ｜

JJll 
昭和52if4月末日まで
． ...一日ーー一目

4月2日～7月1I] // 
入

4ク 7月末日までで
、）＿町 M ・

7月2日～10月1日。 な 砂 10月末日まで
b、

10月2日～翌1年月1 目 。 昭和53年1月末日まで

の
始
悩
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

肉
眼
業
者
年
余
は
、
尚
六
十
郎
副
に
な
る
前

月
ま
で
に
保
険
制
を
納
め
た
則
聞
が
二
十

年

（大
一止
五
年
か
ら
問
和
十
年
一
月

一
日

生
ま
れ
の
人
は
、
知
的
制
朋
川
が
あ
り
ま

す
。
）
以
上
な
い
と
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
加
入
で
き
る
の
は
次
の
よ
う

な
人
で
、
い
ず
れ
も
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
る
と
と
が
必
要
で
す
。

V
当
然
加
入
資
絡
者

農
地
の
経
営
面
積
が
所
有
総
〈
本
人
名

川
臓
の
所
有
）
文
は
使
用
収
俗
権
（
小
作

地
等
〉
に
基
づ
く
も
の
で
五
十
ア
l
w

以
上
の
農
業
経
営
、
主
で
、
大
医
九
年

一

月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
。

し
か
し
、
岡
和
十

一
年

一
月

一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
も
今
年
中
に
加
入
す

O佳怠加入資格者

4月2日～ 5月！日

間潟152年3月宋日まで

間利12年生まれ

// 4月，， 

生年月 日 ｜昭利11年l山で｜

1月2日～ 2月1川まれ ｜

加

入

で

き

な

い

，， 

。
// 

2月2日～ 3H1日

3JJ2日～ 4月！日

る
よ
う
に
し
な
い
と
作
命
が
も
ら
え
ま

ナ－

υ
。

b
t
，f
 

v任
愈
加
入
資
絡
者

農
地
の
純
白
而
積
が
一七
十
γ
l
w
か
ら

五
十
ア
l
w
の
農
業
掛
川
・
・
k
Xは
五
十

ア
ー
ル
以
上
の
経
営
主
の
後
継
者
は
、

申
し
出
た
と
き
に
資
絡
を
取
得
す
る
の

で
加
入
で
き
る
の
は
今
年
の
三
月
末
で

昭
和
十
二
年
三
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
す
。

も
ら
う
年
金
制
は
、
保
険
料
を
納
め
た

月
数
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
加

入
資
絡
の
あ
る
人
は
、
早
急
に
加
入
の
届

〈
申
出
浴
田）
を
各
農
協

（支
所
）
に
提
附

し
て
下
さ
い
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員

会
（
役
場
産
業
課
内
舎
一三
｜

0
．h
二
九）

へ
と
相
談
く
だ
さ
い
。

// 

，， 

。

’v 

，， 

。
々

// 

5月

7月

10J-1 

11 )-J 

12n 

8月

9月

6月

，， 

，， 

// 

，， 

// 

，， 

4ア

// 

// 

，， 

ィタ

// 

，， 

// 

// 

，， 

5月2日～ 6月1日

6月2日～ 7月1日

8月2日～ 9月1日

9月2日～10月1日

10月2日～11月1rl

1 lJ J2日～12月！日
刻午

12月2日～ 1月Hl

7月2日～ 8fJI日

4 
0 

(4) 
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防① う.
d：た 庭
( ：： で
＠こ 火
院の 災
11，＇ 役 予
知げ 防
~.~抗 lこ
へ・2て つ
カ．と い
メね て
コた 路
〆 l.f し
H こ 合
の J＞ お

春
の
火
災
予
妨
運
動

必；
；：災：
；は：
：：人：；
採：
：隊j
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iゐ
悲
jた
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判
例
の
谷
千
火
災，
va防
運
動
は
、
J

－川

一一
ト
バ
H
か
ら
附
月
じ
け
ま
で
が
．
仰
さ
れ

烹
すこ
の
遡
似
は
、

火
災
が
発
午
し
や
す
く

ま
た
、
ヂ
小
川
胤
カ
に
よ
り
ト
〈
火
に
な
り
や

す
い
時
期
金
地
え
る
に
あ
た
り
、

火
災
予

防
忠
川
U
の
刈
川
向
を
阿

η
、
火
災
の
発
句
を

防
止
し
、
火
災
に
よ
る
化
傷
者
の
先
ル
止
を

防
止
す
る
こ
と
を
日
的
と
し
て
行
わ
れ
ま

す
。A
，
M
は
、
山鉱
山
見
あ
る
い
は
い
γ
校
、
峨
川町

に
お
け
る

，火
災
予
防
に
つ
い
て
の
ぷ
し

合
い

一
宇
佐
令
向
い
っ
せ
い
に
中
人
胞
が
刷
と

し
て
、

火
災
そ
山U
J
J
は
い
．1
．氏
、
川
中
へ
行

法
の
．
1
十
六
、
後
ん
し
か
一
徹
の
低
保
な
と
を
下
川

し
A
け
い
、
実
行
す
る

f州
し
A
U
い
巡
向
”

ぞ
M
F
開
t
、
ιγ
、然
、
を
川
さ
な
い
一
次
令
．
な
山
不

出
．
っ
く
り
、
段
以
づ
く
り
を
泌
進
す
る
と

と
え
し
て
い
去
す
u

さあ幸寝・・広

。
車
両
・
林
野
の
火
災
防
止

3
月
お
臼
か
ら
3
月
幻
自
ま
で

ハ〉

一
般
対
象
物
の
火
災
防
止

4
月
1
日
か
ら
4
月

7
aま
で

⑨ 
全

実｜司

施J
JJi 

咽和32草 8月 8目…’g 3. •!1•11町

3
月

お

日

か

ら

4
月

7
日
ま
で

ル
し
い
岐
川

ω就
寝
υ川
や
外
川
仰
の

火
の
花
山
山
仰
の
品
川
氏
①
的
火
用
川一や

的
火
用
水
の
備
え
付
け

①
火
遊
び
の

wm
m
止
と
た
き
火
の
際
の
安
全

統

誠

＠

火
災
の
際
の
消
火
間
勤
や
避
燃
hM法
の

川
知
徹
－
M

〈V
学
校
や
職
処
帽
で
火
災
予
防
に
つ
い
て
鱈

し
合
う

①
火
災
予
防
に
閲
す
る
知
識
の
背
後

①
消
防
府
設
備
M
U
の
ぷ
躍
と
点
検

・
燃

側
の
完
全
実
地
①
消
叫
社
剛
容
の
川

知
徹
底
と
訓
仙
刊
の
実
施

＠
避
難
路
の

安
令
．
mm似

ω火
瓦
山
川
場
所
の
岬
m
m

八一

fr川1
．J
t
y．Y
M
HLr．・

J
日

l
ei

－

－

u
－

，．、，M
川
七
日

川
－
J

・

・、d
l
H
仇

F
A
H
‘t

、、

殺
と
ん
及
び
防
炎
カ
l

T

L
使
川
等
に

よ
る
川
火
及
び
延
焼
以
ト
八
の
防
止

A
V
林
野
火
災
や
車
両
火
災
の
予
防
に
つ
い

て
話
し
合
お
う

八
林
野
火
災
の
防
止
f
－
火
災
が
先
生
し

や
す
く
、
ま
た
、
行
決
・ン
｜
ズ
ン
で
ハ

f
カ
i
方
の
人
山
肌
仰
が

mえ
る
時
期
を

迎
え
る
の
で
、
し
ハ
イ
り
l
、
必
体
所
有

者
、
且
民
附
初
老
事
関
係
者
は
、
仲
林
野
火
災
の

主
な
原
肉
で
あ
る
火
人
れ
、
た
ば
こ
及

び
た
斉
・
火
の
始
末
$
に
つ
い
て
、
ぷ
し

A
H
い
%
行
す
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
す
。

八
歯車
両
火
災
の
防
止

V
指
向
か
ら
の
山

火
防
化
と
事
耐
火
災
か
ら
の
死
傷
朽
の

発
午
を
防
止
す
る
た
め
、
車
川
川
一
父
泌
の

関
係
者
に
対
し
い巾ぃ
刷
火
災
の
附
化
に
つ

い
て
訴
し
A
川
い
を
実
行
す
る
よ
う
呼
び

か
け
ま
す
。

⑨
市
山
県
霊
山
…

実

施

事

以

『
〈〉
富
山
県
防
火
後
進
モ
デ
ル
地
区
事
業
の

日

縫
進

。

「
無
火
災
自
」

消
防
の
時
間
」
運
動

の
権
遂

な
お
、
則
間
山
・
ハ
4
川
i
H
1
4
月
7

日
｝
は
、
ょ
の
叫
加
で

rィ－
v

－Jf
v
h

吹

的
し
す
吊
す

ιl・川
仁
川
と
午
級
九
川

ω
．
川

1
1

本

t
l
l

本

IB－
－

5
t

i

t

5
も

3
t

RJ宇

1

’’p
r

t

‘F
r

・－z
k
’
i

‘F
V

I
，
手
↑

ま
た
、
問
川
小
（

4

ハ3
H
）
に
消
防

同
の
の
李
前
刊
を
行
い
、
山
リ
イ

レ
ン
を

吹
川
し
ま
す
か
・
り
しペ
ヤ
、と
川
小川
え
な
い

で
く
だ
さ
い
。

こ
く
み
ん
年
金

保険料

月四
二月
ーか

0 b 
0 
円

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
削吋
校
、
定
問

保
険
料
が
月

て

問
。
。
円
、
付
加
保
険

料
は
、
月
間
の

δ
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が

阿
月
か
ら
定
制
分
は
、

二
、
．
．
 0
0円
に

改
定
さ
れ
ま
す
。
（
付
加
分
は
、
従
来
ど

お
り
月
間
ハ

δ
円
の
す
え
悶
き
で
す
。〉

国
民
年
金
は
、
給
付
貨
の
一一一
分
の

J
笠

間
山
仰
が
負
担
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
十
月

の
改
正
で
、
年
金
摘
が
大
幅
に
引
き
上
げ

ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
か
な
り
の
保
険

料
引
会
上
げ
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
み
な
さ
ん
の
れ
箔
が
急
に

mえ
る

乙
と
を
避
け
る
た
め
、
今
後
も
、
何
年
、

段
断
的
に
引
き
卜
ぃ
げ
・
り
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

凶
民
年
金
は
、
在
後
件
前
の
小
M
・
山
だ
け

で
な
く
、

万
二
日
制
討
や
ケ
ガ
必
ど
で
働

け
な
く
な
っ
た
と
き
に
、

午
前
の
ぷ
え
と

な
η
ま
す
か
・り
、
保
険
料
の
納
山
川
忘
れ
の

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

朝
日
町
文
化
財
調
査
委
員

大
作
述
一一
氏
急
逝

州
川
町
川
る
い
選
小
川刊
t
氾
協
必
九
A

．N
－
文
化
財
・同州
内
々
H
．
ん
円
安
付
レ
ヘ
HM

泌一一
氏
〈
じ
ト
ハ
ハ
ぷ
』
は
、

．
川
．． 

十
VHH、

ι山
間
中
川
札
附
山
川
内

k
h札
の

近
糾
℃
に
旅
行
中
、
低
山
肌
川
か
ら
会

州
宇
佐
併
発
し
午
泊
さ
れ
忘
し
た
U

な
お
、
保
険
料
を
納
め
る
と
と
が
附
難

な
人
に
は
、
「
保
険
料
免
除
制
度
」
が
あ

り
ま
す
の
で
、
役
場
住
以
課
国
民
年
金
係

（倉
一て
l
一
一
0
0内
線
一一
・・
）
に
ご
相

議
く
だ
さ
い
。

変
な
飲
食
物
に

ご
注
意
グ

。
新
し
く
て
も
道
に
落
ち
て
い
た
り
、

駅
・
電
話
ボ
ッ
ク
ス
・
そ
の
他
多
く

の
人
が
自
由
に
出
入
り
で
き
る
渇
所

建
物
に
置
い
て
あ
あ

T
と
二
内
的
わ
か
れ
な
い

h
ムへ
も
山
や
山
ム
も
h引

出
所
不
明
の
飲

食

物

は
絶
対
に
口
に
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

。
見；！ そ
のの
際iよ
はう
、な

子飲
を Et 
f~正
れ、発？：

ず
す
ぐ
警
察
へ

刷
出
て
く

だ
さ
い
。

朝
日
町
憧
奮
闘
m官
派
出
所

（智一－一ー

O
岡
三

O
）

氏
は
附
印
刷
州
伴
、

V
L人
乞
山γ
却
を

－m議
後
、
杭
仰
同
附
位
制
動叫
ん川を
米
峨
、

附
利
一一
十
川
作
佐
町
－
l

八
円
子
牧
民
を
以

後
に
川
泌
脱
川
郷
、
的
成
び
判
川
町

ι

川内
H
A
館
長
、
仙
川
以
ぴ
明
日
町
小
山
人
公

J
U
L
前山・
z
d

司、
th人同
仏」的
H
U
M
2h
γ
Th
H

附代
品、・
U
問

a
E
b
’ml
，aE
a
u－P
J
F
a－－
3
nド
・“vh
φ
副
剛

T
h
v
t比
w

，rjd
uM
H

h
H氏
、
川
公
辿
ん
μ
H
N
、
仏
縦
訓
年
・安

川H
・h店
、
な
ど
を
．m任
さ
れ
ま
し
た，

(5) 
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最
近
入
札
さ
れ
た
百
万
円

以
上
の
工
事

A
V
町
道
高
僧
情
下
野
抽
線
道
路
鉱
幅
改
良
工
事

（
－

H
M
織
地
内
）

工
事

符

七

間
五
万
円

114 Ji 
~ ，＇卜八
11 71 
~ 阿
〈千
! ~ I' J 

五
LI 

A
今
月
の
新
着

図

書

案

内
V

H
町
立
中
央
図

．．
 館
H

女
子
高
校
生
の
た
め
の
人
生
設
計

や
ま
ざ
き
け
い
こ

最
後
の
綴
鴛

吉
本

隆

明

女

人

の

守

徳

永

隆

平

宗
教

を

問

う

尚

沢

克

己

戦
国
武
将
も
の
し
り
事
典
小
和
田
哲
男

歴
史
を
さ
わ
が
せ
た
女
た
ち
氷
弁
路
子

中
国
の
巨
原

消

ゆ

何

日

新

聞

社

内

作

交

際

始

末

深

田

佑

介

生
き
た
絵
を
か
く
子
ど
も
た
ち尚
杉
イ
サ
オ

日
本
飢
餓
列
・

偽

野

坂

昭

如

受
験
生

の

心

駅

弁

上

敏
明

日
本
人
材
論

会

国

雄

次

わ
が
家
の
泥
ん
ζ
教

育

郷

静

子

A

身

近

な

薬

東

大

凶

準

之

助

五

つ

子

く

ん

外

内

寿

彦

和
風
住

宅

降

幡

仏
伺

低

水

生

訓

の

社

以

て

万

勝

国

界

ピ
ア
ノ
の
お
け
い
ζ
ζ

乙
が
ポ
イ
ン
ト

天
池
真
佐
雄

い唯
fl
h

手
也

制
N
H
L
U
MW

ぽ
Z
刻

中
央
公
論
社

M
日
新
聞
社

中
央
公
論
社

集

英

社

則

正

憲

金
井
美
恵
子

川

辺

聖

子

山
U

随

水
臥

↑

ル
上
ひ
さ
し

佐
鎌
幅
広
子

政

辺

淳

一

村

山

美

紗

州
側
の
伝
説

白
木
陶
磁
全
集

重
要
文
化
財

日
本
の
名
岡

日
本
美
術
絵
州
余
集

ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
の
削
夕
、
山

添
寝
の
副
都
砂
午
川
刊
の
少

古
川
柳
お
ち
ぽ
ひ
ろ
い

元
日
の
符

平
申
鉱
物
綴
の
加
味

新
釈
迷
野
物
語

一
帯
淋
し
い
や

問
月
の
風
見
問

符
滋
の
ま
つ
り

ち
ゆ
ら
か
あ
ぎ

内
然
渡
さ
れ
た
場
耐

桃
花
流
水

陳松 flI j梨
本 qi

「
六

｜
｜
極
楽
坂
ス
キ
l
場
｜
｜

冬
の
体
力
づ
く
り
に
と
、
今
年
も
ス
キ

ー
教
室
が

一
月
二
十
九
日
か
ら
三
日
間
、

極
集
坂
ス
キ
1
場
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

初
心
者
は
、
ス
キ
l
靴
を
は
く
ζ

と
か

ら
、
初
級
者
、
中
級
者
は
、

正
し
い
フ
ォ

ー
ム
で
滑
る
と
と
。
上
級
者
は
、

門川
斜
耐

を
た
く
ま
し
い
力
で
滑
る
こ
と
を
滋
木
に

出
沼
崎
員
が
付
き
切
り
で

コ
i
ナ
し
て
い
ま

し
た
。
参
加
し
た
六
十
名
の
ス
キ
1
踊
淀
川
灯
者
は

安
A
rp
で
楽
し
い
ス
キ
l
数
本
を
無
事
に
終

え
ま
し
た
。

八
写
点
は
、
指
出
帽
を
受
け
る
参
加
省

た
ち
V

" ，， ＿....，.¢』γ

噂ざ工／。

百借金 ・ －~－a

舜消光｜峨
l区張二夫

～春
先
に
多
い

J

ム

こ
ど
も
の
交
通
事
故
～へ

h

H
車
の
影
な
ど
の

r

と
び
だ
し
に
注
意
H

〉

｝

こ
ど
も
の
交
通
事
故
は
、
毎
年
、

（

（
日
照
時
間
が
長
く
な
り
、
春
め
い
て

U

～
く
る
季
節
の
三
月
頃
か
ら
鴻
加
の
傾

川

、
向
が
あ
り
ま
す
。

戸

わ

と
れ
は
、
幼
児
の
一戸
外
で
の
危
険

r

な
遊
び
が
ふ
え
、
新
入
園
、
通
園
（
学）

叫

～
が
は
じ
ま
る
こ
と
に
原
因
が
あ
り
ま

れ

r
す
。
こ
ど
も
を
も
っ
母
親
や
車
の
運

）

転
者
は
十
分
注
意
す
る
よ
う
心
が
け

四

（
て
く
だ
さ
い
。

い

表
題
シ
リ
ー
ズ

「教
育
百
年
の
歩
み
」
の

特
集
を
縫
え
て

昭
和
五
十
一
年
度
の
広
報
表
題
シ
リ
ー

ズ

「
教
育
百
年
の
歩
み
」
は
、
各
界
か
ら

の
好
評
を
憎
し
な
が
ら
三
月
号
を
も
っ
て

ひ
と
と
お
り
紹
介
を
終
り
ま
し
た
。

中
高
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
戦
後
新
学

制
の
施
行
後
か
ら
今
臼
ま
で
の
約
三
十
年

の
表
選
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
何
分

に
も
大
部
分
を
写
真
な
ど
に
よ
っ
て
占
め

ら
れ
る
た
め
ス
ペ

ー
ス
が
限
定
さ
れ
、
意

を
尽
す
と
と
も
で
き
ず
、
さ
ら
に
数
多
く

の
事
象
を
登
載
し
た
い
念
願
の
あ
ま
り
、

大
変
見
苦
し
い
編
集
に
な
っ
た
こ
と
を
お

わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
大
切
な
資
料
の
ご
貸
与
や
い
ろ

い
ろ
と
協
方
い
た
だ
い
た
各
学
校
に
対
し

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

(6) 
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中」

後
町
県
民
税
の
申
告

も
う
お
済
み
で
す
か

ひ

間
和
十
九
十
三
年
度
の
町
県
民
税
の
巾
告

期
限
は
、

一二
月
十
五
円
で
す
今
ま
だ
中
川

し
て
い
な
い
万
は
、
引
く
申
告
収
併
を
山
川

し
て
く
だ
き
い
の

申
告
き
れ
安
せ
ん
と
、
社
会
保
険
料
、

年
命
保
険
料
な
ど
町
県
民
税
の
所
得
内
除

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
〈
段
除
さ
れ

な
い
た
め
町
県
民
的
慨
が
尚
く
な
る
）

吋

ま
た
、
校
養
証
明
、
間

十
q
λ
、
所
得

証
明
等
の
作
Mm
説
明
が
受
け
ら
れ
わ
仏
く
な

り
ま
す
、。

詳
細
に
つ

い
て
は
、
役
場
税
務
刈

（⑥
υ

一一
．l
一
一
Oη
』内
線
．

3
へ
お
川
い
A
H

わ
せ
願
い

E
す
。

さあ

機
小
中
学
校

卒
業
式
・
入
学
式

報

O
牟
幽
需
式

ト
件
特

ド
戸
川
代

O
入

学

式

小
学
・打

中
乍
’
M
N

（火）
（水
）

…広

J j月
｜－十
じ）［，
11 11 

i~ I・. 

E
l
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l

問
汀
h
h
u

務
保

育

所

退
所
・
入
所
式

昭和32年8月 8目
．第 3..便物軍司

所

式

三
月
一
一
十
六
日

O
入

所

式

同

月

阿

日

作

前

九

附

・
卜
分

な
お
、
時
間
に
つ
い
て
は
多
少
笹
川
T
．す

る
保
育
所
が
あ
り
茨
す
G

0 
退

山総
通

信

教

育

県
立
雄
峰
高
校
生
募
集

勤
務
、
家
出
、
必
一
泊
、
年
船
、
身
体
な

ど
の
事
前
で
、

M
H
J仰
乍
で
き
な
い
人
た

ち
の
た
め
に
、
い
つ
で
も
、
ど
ζ

で
も
、

だ
れ
で
も
、
ま
た
、
ぷ
望
ザ
る
利
川
だ
け

で
も
川
f
べ
る
通
い
い
教
背
任
お
す
す
め
し
ま

す
。
マ
志
鼠
期
間

阿
川
九
日
（

i．）
宏
一ピ

γ

志
願
手
続
き

相
談
ご
と
ご
案
内

マ
行
政
相
級

臼
時
毎
月
第
．
火
雌
刊

午
前
ト
時

t午
後
．一一
時

渇
所
釧
日
町
福
祉
七
ン
タ
1

マ
人
権
法
律
相
級

日
時

一・
月
十
．h
H

午
後

一
時

t午
後
四
時

場

所

側

H
町
出
閣
情
セ
ン
タ
ー

マ
心
配
ご
と
絹
桜

日
時
毎
週
火
曜
日

午
前
卜
時

t午
後
・
．．
 
時

胡
H
町
福
祉
七

ン
タ
l

向
：
・

1
0
．
九
七
六

湯
所交

通
事
故
巡
回
相
談

①

日

時

旬

、

銭

・
1
月
曜
日

午
前
十
時

t午
後
．．． 
時

場
所
黒
部
市
役
所

①

日

時

抗

一
、
第
．．． 
水
曜
日

午
前
十
時

t午
後
一一一
時

場

所

偽

一
郎
県
総
合
庁
舎

入
門f
願
u
河
、
調
資
ド
川
が
必
要
で
す
。

ゾ
問
い
合
わ
せ
、
願
－
宵
岨
提
出
先

富
山
県
uU厳
峰
・
川
川
等
学
絞
（
溢
い
制
）

一T
九
．．． 

0
（
富
山
市
ぶ
・礼
町

一
の
凶
五
）

舎

（
O
七
六
阿
）
附

．
l
州
九
五

一

後
朝
日
岳
の
歌
発
表
会

朝
日
日
の
秋
H

ト〈
組
本
治
淑
H

H

夕
日

が
川
州
民
情
H

の
発
火
会
が
い
川
わ
れ
ま
す
。

γ
日

時

一一一
月

l
：・

H
（
H
）
午
後
．

h
r
・－．． 

、Jh
・J

日山
y
ee
J

l
ノ
j

d山
・

b

マ
会
岨
明

朝
日
町
中
央
股
協
会
飢ト八小小

ー
レ

な
お
、
世
1
R
川
宍
叫
に
お
い
て
、
山
防

夫
術
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

朝
日
町
善
意
銀
行

弐
千
円
と
お
も
ち
ゃ
数
任

長
野

近

旗

純

夫

殿

忠
ま
れ
な
い
子
泌
に
と
倒
託
さ
れ
た
も

の也
下
六
百
八
治
．
五
円
山

荒
川

償

山

続

一

一般

遺
失
物
的
得
報
労
金

feハ父
泊
安
全
の
た

め
に
と
指
定
“
川
市
中山
さ
れ
た
も

ω

五
千
円
山

醐
朝
日
町
響
曲
慣
官
派
出
所

山

崎

駐

在

所

大
窓
庄
駐
在
所

特
川内
年
間
交
通
死
お
円
山
間
…
山
川
労
で
後

長
衣
停
を
受
け
た
副
賞
と
民
活
一な
き
ょ
金

を
一
息
ま
れ
な
い
人
述
に
と
）
附
託
さ
れ
た
も

の

学
校

へ
の
寄
贈

。
宮
織
小
学
校
へ

川
崎
小
学
校
附
和
．． 
十
：
作小
川
・’M
r
業

4・
（
代
表
青
島
弘
氏
〉
よ
り
八
：
‘
リ

映
写
機

一A
門

。
境
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